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JENESYS日本・フィリピン文化交流（日本語学習高校生招へい） 

JENESYS2023日本・フィリピン文化交流（日本語学習高校生招へい）の記録 

 

１．プログラム概要 

【目的】日本語を学習するフィリピンの高校生が、日本語の使用体験や日本文化を学ぶことを通じ

て、日本への理解を深め、また日本語学習に対する意欲を高めることを主目的として実施しました。 

 

【参加者】フィリピンの高校生 13名及び引率者 2名 計 15名 

 

【訪問地】東京都 15名、岩手県 15名 

 

【日程】 

◼ プレプログラム（オンライン事前学習）： 

10月 10日（火曜日）  【来日前オリエンテーション】事前学習及びネットワークの構築 

挨拶：在フィリピン大使館 クルーズ・アリシア・ニコル 氏 

来日までの指定期間    【課題学習（動画視聴）】「広島ピースツアー」「ホームビジット体験」「南三

陸町からのメッセージ」「日本文化理解（京都）」「日本語」「日本と国連」「日

本 ASEAN50年の歩み」 

 

◼ 招へいプログラム： 

10月 16日（月曜日） 成田国際空港より入国 

10月 17日（火曜日） 【来日時オリエンテーション】 

【日本理解講義】「日本の社会と文化」 

講師：JICE日本理解講義講師 アンドラディ 久美 氏 

【日本語レッスン】日本語講師：大石 寧子 氏 

【視察】明治神宮・原宿 

10月 18日（水曜日） 【日本文化体験】ミニ畳づくり 

講師：高岡屋常川畳店 6代目 常川 泰平 氏 

【学校交流】東京外国語大学 

10月 19日（木曜日） 東京都から岩手県に移動 

【表敬訪問】久慈市 副市長 澤里 充男 氏、産業経済部部長 谷崎 勉 氏 

【地域概要講義】「久慈市にようこそ」 

講師：久慈市 総務部総務課 国際交流員 蒲野 裕子 氏  

10月 20日（金曜日）  【学校交流】岩手県立久慈高等学校 

【視察】秋祭り山車（道の駅くじ「やませ土風館」） 

【文化体験】琥珀削り（久慈琥珀博物館） 
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【ホストファミリー対面式】【ホームステイ】久慈市 

10月 21日（土曜日）  【ホームステイ】日本文化体験含む 

10月 22日（日曜日）  【ホームステイ】文化体験（餅つき） 

【ワークショップ】報告会準備（訪日成果のとりまとめ、帰国後の活動計画

（アクション・プラン）の作成） 

【ホストファミリー歓送会】日本語スピーチ（日本語でホームステイの感

想発表） 

10月 23日（月曜日）  【視察】平庭白樺美林散策 

岩手県から東京都へ移動 

【報告会】 

10月 24日（火曜日）   成田国際空港より帰国 

 

２．記録写真  

プレプログラム（オンライン事前学習） 

  

10月 10日【来日前オリエンテーション】挨拶  10月 10日【来日前オリエンテーション】 

 

招へいプログラム 

  

10月 17日【来日時オリエンテーション】 10月 17日【日本理解講義】「日本の社会と文化」 

  

10月 17日【日本語レッスン】 10月 18日【日本文化体験】ミニ畳づくり 
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10月 18【学校交流】東京外国語大学 10月 19日【表敬訪問】久慈市 

  

10月 20日【学校交流】岩手県立久慈高等学校 10月 20日【視察】秋祭り山車（道の駅くじ「や

ませ土風館」） 

  

10 月 20 日【文化体験】琥珀削り（久慈琥珀博

物館） 

10月 20日～22日【ホームステイ】 

  

10月 22日【ホームステイ】文化体験（餅つき） 10月 22日【ワークショップ】報告会準備 

  

10 月 22 日【ホストファミリー歓送会】日本語

スピーチ 

10月 23日【視察】平庭白樺美林散策 
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10月 23日【報告会】 10月 23日【報告会】記念撮影 

 

３．参加者の感想（抜粋） 

◆ 高校生 

私にとって、久慈高等学校を訪問したことほど思い出に残るものはありません。同じ年頃でも、

文化や教育によって人間はこれほど多様なのだと分かり、とても素晴らしい経験でした。 

◆ 高校生 

一番印象に残ったことは、何と言っても、日本はどこへ行っても清潔で、皆さんが礼儀正しいこ

とです。東京や岩手の街中でも、訪れた学校でも、皆さんがとても優しく、丁寧で、親切でし

た。 

◆ 高校生 

ホストファミリーや迎えてくれた人達がとても優しく、大変嬉しかったです。そのお陰で、日本

の文化がどれほど美しいかが分かり、日本をさらに身近に感じられるようになりました。 

 

４．受入れ側の感想（抜粋） 

◆ 学校交流校教師 

参加者たちが複数の言語を使ってコミュニケーションをとっていたことが印象的でした。学生

によっては、初めてフィリピンの方と仲良くなった人もいて、語学学習含め今後の学習の動機

づけを得られたように感じます。 

◆ 学校交流参加者 

日本で過ごしてきた中で全く気にも留めなかった点について、フィリピンの高校生は興味津々

だったので、新たな視点が増えて面白かったです。 

◆ 学校交流参加者 

フィリピンの高校生が話す英語は、普段私たちが授業で話している英語とアクセントが異なっ

ていて、英語にも地域性があることを実感しました。フィリピンで日本の歌やアニメが人気で

ある旨は知っていましたが、俳優なども人気があると知り、フィリピンの人たちと共通の趣味

がたくさん見つかって嬉しかったです。 

◆ 学校交流参加者 

フィリピンのナショナルフルーツがバナナではなくマンゴーだった事に驚きました。一生懸命

日本語を話そうとしてくれて嬉しかったです。私も英語を頑張ろうと思いました。 
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５．参加者の対外発信（抜粋）、報道記事等 

  

2023年 10月 21日（Instagram） 

岩手県の久慈高等学校を訪問したり、ホームス

テイを体験し、とても素晴らしい時間となりま

した。 

岩手県久慈市には新幹線で行き、その速度が時

速 300キロ以上だったため、あっという間に到

着しました。東北に位置する久慈市は、美しい

自然と景色の良さで有名です。自然と融け合っ

た素敵な海沿いの街に、久慈高等学校がありま

した。潮風の香りがして、周りは静かで自然な

佇まいで、自分が今まで知っている都会の喧騒

とは別世界でした。この街は山にも囲まれてい

て、フィリピンのバギオ市を思い出させます。

フィリピンとの大きな違いは、久慈市がとても

寒いことです。朝の気温は摂氏 5度まで下がり、

今まで行った場所の中で一番寒い場所でした。

また、学校そのものも発見でした。モダンな建

物と日本の伝統的な要素が共存しています。日

本の生徒たちが温かく、親しく迎えてくれた上、

フィリピンの文化や私自身のことにとても興味

を持ってくれました。事前に準備していた発表

をして、短いけれどとても意義深い時間を一緒

に過ごして、お互いの文化の架け橋になったと

思います。 

2023年 10月 21日（Instagram） 

とても素敵な一日になりました！ 

改めて皆さんこんにちは。今日は 3日目です。 

私たちはたくさんのことを学びました。 

日本文化の一つを体験しました。畳づくり体験

です。畳は、い草と糸を編んだ敷物で表面が覆

われています。内側は稲わらで作られていて、

丈夫で長持ちします。畳はフィリピンの伝統的

な生地バニグみたいですが、厚みと手触りが違

います。バニグは畳より薄いですが、畳は厚さ

があって、滑らかです。畳表には厚いものと薄

いものがあり、厚い方が高級です。 

そして、東京外国語大学に行きました。学生と

も交流し、学生生活を体験しました。 

先輩と一緒のグループになり、好きな食べ物や

趣味、将来の夢について語り合いました。 

色々なことを話して、お互いを知り、“ともだち”

になりました。コミュニケーションをとりなが

ら交流する機会は本当に楽しかったです。 

もちろん、皆さんがとても親切で素敵でした！

交流の後は、大学図書館に行きましたが、本当

に大きかったです！ 4階建てで、フロアごとに

違ったテーマ、ジャンルの本がありました。非

常に面白い一日でした。訪日中、初めて訪問す
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私にとってのハイライトはホームステイです。

久慈高等学校から 1 時間くらいの所に住む家族

が温かく迎えてくれました。伝統的な日本の家

で、畳があり、障子や襖があって、静かな佇まい

でした。たっぷりと日本の文化につかれるなん

て最高でした。ホストファミリーの温かさとお

もてなしは言葉では言い表せないほど素晴らし

く、三陸海岸でとれた新鮮な海の幸や本物の郷

土料理を紹介してくれました。ごつごつした崖

や、真っ赤に色づいた葉を揺らす気持ちのよい

風の音が心に刻まれました。私はここで、地元

の人達が周りの自然と深くつながっていること

を心から理解しました。 

ホストファミリーや久慈高等学校の方とお別れ

するのは寂しかったです。日本の生活を知った

だけではなく、一生の友達ができました。賑や

かなスクールライフ、穏やかなホームステイ、

活気ある郷土の文化など、様々な経験から豊に

織り合わさったタペストリーのようです。私は、

岩手の旅で日本の神髄を知りました。それは、

伝統と現代の穏やかな調和、自然との深い繋が

り、そして温かく人を歓迎する心です。文化交

流のもたらすパワー、教科書にもガイドブック

にも載っていない世界を発見する喜びを持って

帰ります。 

る場所を楽しみましたが、特に東京外国語大学

が楽しかったです。すごく疲れましたが、神様

がくれた一瞬一瞬を堪能しました。 

皆さん、また明日。 
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2023年 10月 20日（NHK岩手 NEWS WEB） 

フィリピンの高校生が久慈市訪問 県立久慈高

校で交流 

久慈市を訪れたのはフィリピンの高校生 13 人

です。国が日本に親しみを持つ海外の人を増や

そうと取り組んでいる「対日理解促進交流プロ

グラム」の参加者で、20日は、はじめに県立久

慈高校を訪問して、交流会で久慈高校の生徒か

ら日本語のあいさつなどを教わりました。 

その後、一行は日本有数の産地として知られる

「こはく」の採掘場がある「久慈琥珀博物館」を

訪れ、こはくを使った勾玉作りにも挑戦しまし

た。フィリピンの高校生は「海外の学生と会う

のが初めてで言葉の問題もありましたが、とて

も楽しかった」、「フィリピンに戻ったら、この

経験を家族や友達に伝えたい」といった感想を

述べていました。 

2023年 10月 22日（岩手日報） 

フィリピン高校生 地域文化を体験 

日本語を学ぶフィリピン高校生 13人は 23日ま

での 5 日間、久慈市に滞在し、農林漁家への民

泊などを通して交流を深めています。 

一行は 19日、市役所を訪問しました。同国の菓

子などを受け取った澤里充男副市長は「久慈は

太平洋と山に囲まれ、人々が自然と共に暮らし

てきた土地。積極的に交流を深め、風習や文化、

人柄に触れてほしい」と歓迎しました。 
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６．報告会での訪日成果とアクション・プラン発表 

訪問地：東京都、岩手県  

  

【訪日中の学び】 

日本人は、礼儀正しく、時間をきちんと守り、親

切で他者を思いやり優しいということが分かり

ました。また、ホストファミリーの家ではペッ

トボトルを再利用できるように濯いでいまし

た。学校は清潔でした。 

【日本語学習者の学び】 

日本の生活習慣を学ぶと同時に、フィリピンと

日本の違いが分かりました。フィリピンの季節

は雨季と乾季の 2 つですが、日本には四季があ

ります。 

【アクション・プラン】 

「レッツ・ゴー・グリーン」と題して、プラスチ

ックの使用量を 50-70％減らし、環境に配慮し

た学校づくりをめざす運動をします。後期を通

じて実施し、毎週水曜の授業後にモニタリング

レポートを提出します。校舎ごとに選抜した生

徒と生活指導係が中心となり、学校全体に働き

かけます。 

【訪日中の学び】 

日本は温かいおもてなしで知られていますが、

人々は信じられないくらい互いに敬意をもって

いて、丁寧でした。 

【日本語学習者の学び】 

「和」という考えが大事で、コミュニケーショ

ンや問題解決の方法にも影響を与えています。 

【アクション・プラン】 

2つのプランを実施します。 

⚫ “プロジェクト・ナップ”は、日本語を習い

たいけれど機会がない生徒を対象に、ビデ

オ教材やアクティビティーを通じて日本語

を教える企画です。12 月 31 日までにグル

ープ全員で実施します。 

⚫ “プロジェクト・ココ”は、日本語クラブの

生徒が、他の生徒を対象に 12月 31日まで

に実施します。クラブ活動を通じて自分た

ちが体験した日本の文化や習慣を広める活

動です。 

 

実施団体名：一般財団法人日本国際協力センター（JICE） 


